
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１飲用・雑用・冷却・洗条 1.152 5０ 5.8/6.5




























































































































































































































































































薑 蕊関『二￣'1iiiＭ雨『』■ ヨ円 ：I’Ｌ可、 、■ Ｌ、受 Ｌ百～Ｌ 昼 閂、 、 ＬＩ Ｇ、 ■国 坤 塵 ￣ ￣
分が破壊された。第三図はこの際の美川町周辺における氾濫区域を
示したものである。扇端の農村地域はほとんど洪水に洗われ、わず
かに水島が島状に孤立した。かようななかで、海岸の砂丘地は安泰
であり、湊・美川・平加・蓮池・鹿島はいずれも大部分が洪水をま
ぬがれた。水害の常習地域ともいえる美川町において、集落が砂丘
に位置することは、極めて理にかなったことである。しかし、この
水害によって、河口は浅くなり、以前は美川大橋まで船が入れたも
のが、以後不能となり、港の機能を消滅させてしまった。
この大水害以後、手取川の治山治水工事には一層の努力が傾注さ
れ、以後今日まで、さしたる洪水を起すこともなくてきている。源
流の砂防工事と扇面上の護岸堤防の建設とには、最も力が注がれて
いる。ただ、この結果、手取川は天井川の形態をますます強めるよ
うになり、また沿岸住民に不安を幕らしてきた。ところで、最近は
建設ブームによって、河砂利の採取が乱脈・過度に行われ、談岸
堤防の基部を弱め、堤防決壊をひき起させはせぬかと心配されてい
ろ。現在、手取川の水はほぼ制御されているかにみえるが、しかし
再び過去にみられたような大水害が将来とも発生しないとの保障は
ない。しかも治水工事は単に美川町は勿論、沿岸町村あるいは石川
県の力をもってだけでは、とても処理しきれぬ大工事である。しか
し、手取川河口の美川町民が常にこれを生命線として、治水に関心
を寄せていることは当然である。現に昭和二十四年には、旧美川町青
年団が手取川改修工事促進実行委員会を組織し、運動を展開した。
これは昭和九年の大水害から十五年を経過したにも拘わらず、その
改修工事は予定の半分を終ったに過ぎず、水害の危険性が著大であ
ることによるものであった。同青年団は沿岸町村民に呼びかけ、促
進運動を進展した。まず能美青年団が共鳴し、県・中央政界各方面
（ｕ）
へ働きか汁Ｕた。
２
海
岸
浸
食
前
述
し
た
よ
う
に
砂
丘
の
発
達
し
た
加
賀
の
海
岸
で
は、現在海岸線が浸食されて後退している。美川町の海岸とても同
様で、たとえば美川の現在みられる砂防堤から波打際までは、もと
二○○ｍもあったものが、五○ｍになっているといわれる。また海
底の地形も常時変っているようで、小舞子の浜などは深くなり、近
（、〕
年海水浴場Ｌこしては不適になってきつつあった。しかし、最近はま
た遠浅となってきた模様である。
海岸線の後退は砂丘をけずり、その前面が急崖をなし、飛砂が背
後の松林を埋めて枯らし、ひいては砂丘の移動を起して背面の水
田や住宅地に被害を与
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ため藩政時代以来松が
堤植えられ、防風林が仕
防立てられ、砂丘の固定
砂化が図られてきた。し
のかし、近年加賀の砂丘
岸には松くい虫が発生
海し、松が枯れてきてい
Ⅱ
ろ
。
美
川
町
の
砂
丘
で
は
美まだその害は目立って
図いないものの工場廃液
鯏朏猷肺加沖頂棚洲脇Ⅶ
始めている。飛砂は秋
と春さきの乾燥時にみ
1２
ろれる。近年の著しい海岸浸食に対しては、町独自の力では対処で
きず、建設省の手によって砂防堤の建設が進められてきた。現在計
画の六四％が完成し、小舞子や美川の海岸にコンクリート壁が連続
している（第四図）。
３塩害と湿度海岸の近くでは前述の飛砂のほか塩害があり、
また過湿による害もある。一般の住家にとっては、これらは目立っ
たものではないが、小舞子砂丘への進出工場にとっては若干の問題
を残している。工場内の機械類に対して、飛砂や塩分・湿度が錆を
発生させることがある。さらに建造物に対しても長期的にみれば、
害を与えるようである。
冬の季節風は鉄骨の塗料をはがし、表日本で三’四年の寿命をも
つものが、ここでは一年半で塗り替えを必要とする。さらに三○’
四○年もすれば、鉄骨にヒズミを生ずることが予想される。テレビ
アンテナは塩害を受けて、三年の寿命であり、避雷針は毎年研磨が
必要である。また北陸の特色である多湿な気候は建物の内側に湿り
がつき、鉄骨に傷みを与えることも確かである。以上の諸点は表日
本より進出してきた工場で、とくに痛切に感じられ、説明をえたも
のであるが、この結果として、工場設備の耐用年数は表日本と比較
した場合、明らかに短かくなってくる。ただし、北陸所在の工場に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
点
は
当
然
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
被
害
の
程度は海岸地帯においては若干著しいことは否めない。それにも拘
わらず、前述の工業用水の有利性は、これと相殺してもなお余りあ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
４
雪
害
表
日
本
よ
り
の
進
出
工
場
に
と
っ
て
、
雪
害
は
ま
た
強
く
感
じ
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
陸
内
に
お
い
て
は
美
川
町
の
積
雪
状
態
は、前記のように少なく、恵まれている。屋上の除雪について、豊
富・冬暖の地下水（一二度Ｃ）は融雪泉として惜しみなく利用で
き、この方法によって雪害を克服している工場も多い。なお室内
温度の高い工場にあっては、屋上に積雪をみず、除雪の必要はな
い。積雪は一般住民を含めて、交通の杜絶もしくは麻癖が諸活動を著
しく制約する。これは単に鉄道・国道などの主要交通だけでなく、
これらに連接する毛細管的な末端交通路にまでおよび、この末端ま
での除雪によって、はじめて交通機能が整うものである。したがっ
て積雪時の迅速・完全な除雪は極めて緊要なこととなるわけであ
る。５
火
災
北
陸
の
市
町
村
に
は
、
こ
れ
ま
で
大
火
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
が数多くある。とくに春さきのフェーン時や、これに類似の気象条
件の時に大火が発生していろ。フェーンは高温・乾燥・強風を伴う
も
の
で
、
大
火
発
生
の
好
条
件
を
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
美
川
に
お
い
て
は藩政時代、五回の大火を受けており、宝暦八年には千余戸、安
永六年には三○○戸、天保五年には一、一四○戸焼失という空前の
大火に見舞われ、安政五年には二度にわたり、三○○戸、四○戸
（Ⅲ）（凪）
を焼失した。また漢では明治九年八月、二五○棟焼失の大火があっ
た。こ
れ
ら
の
大
火
と
フ
ェ
ー
ン
と
の
関
係
は
明
瞭
に
は
で
き
な
い
が
、
美
川
の
大火は秋・冬に多い傾向がある。これはむしろ海からの強風、もし
くは季節風と密接に関係するようである。しかも砂丘上にある町と
して水利の便を欠き、かつ民家の密集していることは、強風と相ま
って、出火時手の施しようのない状態に追いこむ。とくに消火設備の
未発達な藩政時代においては、なおさらのことであったと思われる
のである、美川は自然条件のうえで、全く大火に弱い町であったと
1３
いえよう。このため、すでに文久元年から火消役六五人が組織さ
れ、夜警が巡回警備した。明治初年には消防組・舶糒消防隊が設け
られたし、戦前には大防火貯水池の建設もみられた。
こうした町民の自治的活動があずかって力のあったためか、明治
以降では大正五年八月、浜納屋で五四棟を焼いたほかは、大火もな
くて現在に至っている。度重なる大火によって前轍を踏まぬ生活態
度が、大火に弱い土地柄だけに一層深く町民に惨透して今日に至っ
ているともみられる。ただ、かような土地柄だけに常備消防設置の
問題が残されている。一方、農村地域では現在昼間は青壮年男女は
稼に出て、村はほとんど留守番の老人子供だけが残されていること
から、同様に火災の心配は大きくなっている。
四
美
川
町
の
推
移
美川町は河口に生活の基盤を置いて発達してきた町である。海と
の関係は船から鉄道・道路へと交通の発達するに伴い希薄化され、
現
在
は
わ
ず
か
な
漁
業
の
ほ
か
は
、
そ
の
関
係
を
絶
つ
に
等
し
い
状
態
で
あ
る。むしろ扇端の町として、農業のほかその伏流水への依存を強め
て
き
て
い
る
。
手取川との関係は町民生活全般に惨透したものであって、その豊
か
な
天
恵
を
受
け
る
反
面
、
時
に
洪
水
の
害
を
ま
ぬ
か
れ
え
な
い
運
命
を
荷
っ
て
い
る
。
そ
の
集
落
が
美
川
・
湊
な
ど
砂
丘
地
に
凝
集
し
て
い
る
点
は
、
一
面
に
は
商
業
や
交
通
業
な
ど
の
主
産
業
と
の
関
連
の
た
め
で
も
あ
る
が
、
他
面
で
は
水
害
へ
の
配
慮
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
鹿
島
・
蓮
池
・
平
加
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
他
の
一
面
で
は
、
大
火
に
つ
な
が
る
要
因
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
海
と
の
関
係
で
も
、
海
上
交
通
で
は
す
で
に
江
戸
時
代
に手取川河口の水戸ロが砂で埋まり、和船の活躍に制約が加えられ
て
い
た
・
ま
た
、
飛
砂
の
害
を
除
去
も
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
常
に
そ
の
自
然
に
対
処し、克服せねばならない土地柄である。
海から陸上への美川町の転移は、相対的にその繁栄を退行させる
結果となった。その決定的な契機は明治三十一年の北陸線の開通で
（応）
あった。爾後、美川町は単なる鉄道沿線の在町として港町の余映を
保
ち
つ
つ
、
持
続
し
て
き
た
が
、
近
年
工
業
化
が
進
展
し
、
新
た
な
自
然
環
境
との結びつきを生み出し、工業都市、もしくは金沢・小松などの衛
星都市として新たな町造りを進めつつある。
注
⑩
斉
藤
外
二
手
坂
川
扇
状
地
の
地
形
構
造
と
堆
積
に
関
す
る
一
考
察
金
沢
女
子
短
期
大
学
学
葉
第
一
集
一
○
頁
昭
和
三
四
年
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北
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三
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③
矢
ヶ
崎
孝
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沢
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集
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九
年
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⑤
竹
内
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行
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用
水
を
中
心
と
し
た
手
取
川
扇
状
地
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漉
概
状
況
自
然
と
社
会
第
八
号
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六
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昭
和
二
六
年
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⑥
石
川
県
石
川
県
統
計
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昭
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一
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九
年
五
二
頁
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ｎ
石
川
県
金
沢
・
小
松
地
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地
下
水
等
調
査
報
告
書
二
八
頁
昭
和
三
八
年
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⑧
同
右
一
二
三
頁
。
⑨
玉
井
敬
泉
白
山
の
歴
史
六
一
一
一
’
六
四
頁
昭
和
一
一
一
二
年
。
1４
｜
古
代
中
世
の
美
川
地
方
今の美川町は昭和二十九年十一月一日、旧美川町、蝶屋村、湊村
の一町二村が合併して生れたのである。旧美川町はもと、本吉とよ
ばれたが、明治五年、石川県庁が本吉村におかれたとき、本吉の名
を廃して、能美、石川の各郡名の一宇をとって美川町と定められた
由緒深い名であり、合併後もこの名を用いて美川町としたのであ
る。美川町の景観は北陸線に乗って小松駅から金沢に向う車中で見る
ともっとも美しい。藤岡東圃（作太郎）が灼壮なるかな美川Ｌとい
って、美川の町をほめたたえたように、右手には東方はるか白山の
霊峰が、白雪の消えはてる時のない美しい姿をあらわし、左手には
白砂青松の景観が一時に開けて、たちまち手取川の河口より、碧波
天につらなる日本海の洋々たるを見ることができる。この手取河口
の右岸に古木欝蒼としている中に、神社や寺院の瓦が隠見している
小都市が、美川町の中心地である。
手取川は源を白山々脈に発して鶴来町の西をめぐって、石川郡の
平野に出ると、河幅が急に広くなり、一大扇状地をつくり、その豊
⑬⑫ ⑪ ⑩
石
川
県
昭
和
九
年
石
川
県
水
害
誌
二
三
、
六
一
－
六
四
頁
昭和一○年。
美
川
町
青
年
団
実
行
委
員
会
調
査
部
手
坂
川
改
修
促
進
運
動
調
査
資
料
昭
和
二
四
年
。
川
良
雄
美
川
町
近
代
産
業
史
三
一
一
一
一
一
一
頁
昭
和
四
○
年
。
同
右
四
八
頁
。
第
二
節
美
川
町
の
小
史な水量は、古来加賀の平野をうろばして、穀倉地帯を形成したが、
一朝大雨になれば、たちまち大洪水を起し、河水が屡友その水路を
変えたのである。
千余年の昔、この川の日本海にそそぐ所は比楽港とよばれ、海上
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
陸
上
に
お
い
て
は
、
安
宅
、
比
楽
、
田
上
と
駅
が
設
置
さ
れ
、
上
代
北
陸
道
の
交
通
上
の
要
地
で
も
あ
っ
た
よ
うである。・比楽は「比良加Ｌと呼んで大体今の「平加Ｌの地に当る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
蝶
屋
は
手
取
流
域
の
荒
廃
地
を
ひ
ら
い
て
、
こ
れ
も
平
安中期にできたつ長屋圧Ｌとよばれた地域である。美川は寿永二年
（
二
八
三
）
に
可
藤
塚
Ｌ
と
い
う
名
で
は
じ
め
て
史
上
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
このように美川は人口わずか一万余の小都市にすぎないが、その成
立はまことに古く由緒ある土地である。
中世に入るとこれらの地域は、つぎつぎと領主が代って支配した
ようであるが、顕著な発展もなかった。慶長五年の関ヶ原の前哨戦
ともいうべき浅井畷の戦に際し、小松城主丹羽長重が前田本隊をお
びやかすため、八月四日一部将をして本吉に放火して民家を焼き払
わ
し
め
て
い
る
。
こ
の
と
き
藤
塚
に
代
っ
て
は
じ
め
て
「
本
吉
Ｌ
の
名
が
出
て
⑭
石
川
県
農
林
部
・
金
沢
地
方
気
象
台
石
川
県
災
異
誌
八
○
頁
昭和三六年。
⑬
石
川
県
消
防
史
編
さ
ん
委
員
会
石
川
県
消
防
史
四
一
一
一
○
’
四
三
六
頁
昭
和
三
六
年
。
⑬
矢
ヶ
崎
孝
雄
明
治
後
期
に
お
け
る
石
川
県
下
の
交
通
歴
史
地
理
学
紀
要
八
号
一
○
一
’
二
八
頁
昭
和
四
一
年
。
．
1５
く
る
。
二
近
世
の
美
川
地
方
藩政時代に入って本吉の繁栄を決定的にしたものは海運業の発達
である。この時代になると手取の流路も安定し、手取河口が船溜と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
碇
泊
す
る
船
も
増
加
し
て
、
大
い
に
繁
栄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
化
、
文
政
か
ら
天
保
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る可見方角力三国長者鏡』という一枚刷の番付を見ると、宮腰銭五
と
本
吉
紺
三
が
東
西
両
大
関
を
占
め
、
行
司
に
本
吉
明
翫
屋
、
古
酒
屋
を
掲
げ、本吉魚屋なるものが前頭にある。当時資財三百万両と評価され
て
い
た
銭
五
（
銭
屋
五
兵
衛
）
に
対
し
、
こ
れ
と
対
時
し
て
、
四
方
大
関
と
な
っ
た
紺
三
の
資
財
は
相
当
巨
額
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
行
司
の
明
翫
屋
Ｐ
古
酒
屋
、
前
頭
の
魚
屋
等
の
資
財
な
ど
も
あ
わ
せ
考
え
る
と
き
、
こ
の
小
都
市
に
大
小
の
富
豪
が
割
拠
し
て
、
繁
栄
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
富
豪
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
頃
急
に
で
きたものでなく、はるか以前から存在していたと思われることは、
享保頃より宝暦頃まで約三十余年の間、ほとんど毎年藩の借銀に応
じて、一千六百貰余を引受けていることによってもうかがわれる。
１
産
業
の
発
達
と
海
運
業
本
吉
は
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
か
ら
町
政
が行われるようになり、寛文年間（一六六一’七二）に人家が二百
十七軒あったものが、約百三十年後の享和三年（一八○三）には戸
数千十七戸に増加している。こういう戸数の急速な増加は単なる農
業や漁業によって生じたものではなく、海運業の発達によるもので
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
藩政時代において、城下町が発達して領国経済の中心をなした。
この藩経済は領内の物資の領外への移出を禁止する津留令などを出
し
て
、
一
応
の
封
鎖
性
を
保
ち
な
が
ら
次
第
に
全
国
的
に
連
な
り
、
さ
ら
に
全
国的商品経済は広範なひろまりを見せ、大坂と江戸を中心として、、
国
内
市
場
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
と
に
諸
大
名
に
よ
る
貢
米
の
商
品
化
は
、
主
として、「大坂で行われ、貢米を最大とする全国の商品は主として海
上交通によって大坂に集められた。
加
賀
藩
に
お
い
て
は
安
永
の
頃
Ｃ
七
七
五
）
金
沢
の
富
商
木
屋
孫
太
郎
が
上
書
し
て
、
他
国
と
の
交
易
を
強
調
し
、
藩
の
産
物
方
も
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の津留政策
を緩和
し
たよう
で
ある。
し
かしな
ん
といっ
て
も加賀藩
の
収入の大宗は大坂への廻米で、少くとも十万石前後の貢米が廻送さ
れ
て
い
る
。
加
賀
藩
の
豪
商
と
い
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
海
運
に
従
事
す
る
仲
介
貿
易
商
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
江
戸
中
期
以
後
、
領
内
の
海
運
業
が
発
達
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
回
漕
業
者
が
そ
の
輸
送
を
引
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
坂
に
米
そ
の
他
の
物
資
を
運
び
、
大
坂
方
面
か
ら
荷
積
し
て
、
日
本
海
沿
岸を航行して、北海道に赴き、物資の交換をして、また大坂に運ぶ
回
漕
業
者
が
加
賀
の
港
々
に
あ
っ
て
、
そ
の
船
を
北
前
船
と
よ
ん
で
い
た
。
北
前
船
の
起
原
は
江
戸
時
代
の
初
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
れ
る
と
い
う
が
、
そ
の
本
格
的
活
動
は
江
戸
時
代
の
中
期
か
ら
で
、
そ
れ
が
明
治
の
中
期
頃
ま
で
つ
づ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
最
盛
期
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
。
奥
谷
吉
松
氏
の
回
想
に
よ
る
と
〃徳川時代の末期から明治時代の中期、即ち明治三十年頃迄は、
我
が
美
川
港
の
水
戸
ロ
が
五
月
初
旬
か
ら
十
月
末
に
か
け
て
常
に
六
七
尺
余
りの深さがあったので、盛んに和船が出入して、当時加州第一の
河港であった。町内の加藤九吾さんの船を初として、其他の持船
が千二百石積から百石積位迄のもの百四十隻程あった。それらの
船
が
下
は
北
海
道
、
上
は
瀬
戸
内
海
ま
で
査
航
海
し
て
、
悉
く
美
川
（
本
吉）港へ物資を陸揚げした。その主なる物は、北海道のにしんお
1６
よび〆粕、秋田の鰯（ハタハタ）干加、佐渡国の干たら、塩た
ら、越後、越中よりいわし干加、能登の干たら、いわし千加並に
能登塩、それから若狭小濱と越前敦賀の石灰、隠岐国から若布、
干魚等、石見国から竹および唐津丸物、瀬戸内の三田尻から塩等
盛に移入し、当港からは、米、縄、薬物、酒類、瓦、畳等を移出
した。これは主に北海道へ送った。〃
といっていろ。北海道は幕末頃にはエゾ地として、原住民より非常
に安価に塩鮭、塩鱒、にしん、〆粕、大豆小豆等を買いとることが
で
き
た
。
ま
た
東
北
、
北
陸
地
方
は
木
材
、
米
穀
な
ど
主
要
商
品
と
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
商
品
の
輸
送
は
運
賃
収
入
の
み
な
ら
ず
、
各
地
の
価
格
の
落
差
による利益、大坂では堂島の米相場に参加することによって利益を
得ることも予想され、また、中国、関西地方から繊維製品、砂糖な
どを主要商品として利潤を挙げていたようである。
２
豪
商
と
学
芸
文
化
本
吉
で
最
初
に
回
漕
業
を
は
じ
め
た
の
は
竹
内
屋
七兵衛で、元腺年間航海業によって大いに家産を興し、中町の西、
間口十五間、奥行二十三問の宏壮な屋敷を構えるようになった。宝
暦、明和の頃船舶十二隻、その石数一万千二百石を所有し、これに
ついで明翫屋治兵術があり巨富を以って聞え、明治四年七月廃藩に
際し、前田氏に対する御用銀の調書を提出したとき、元金のみで総
額
三
百
万
円
、
こ
の
証
書
三
十
二
通
は
今
な
お
同
家
（
山
田
家
）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
明
翫
屋
十
二
代
甚
次
郎
の
長
女
き
わ
は
銭
屋
五
兵
衛
の
長
男
喜
太
郎
に
嫁
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
、
そ
の
富
の
程
が
う
かがわれる。
同じく古酒屋四郎兵術、清水屋甚左衛門があり、また十八隻の船
舶を所有していた紺屋三郎兵衛、ややおくれて九艘の巨舶を有ち、
人格篤行を以って隣里の敬仰をあつめた角屋があった。
上野屋伝三郎は文化十一年に生れ、廻船を業として家運を興し、
持船十数隻を有するに至った。かれは船をやることまことに勇邇果
敢で、風波を厭わず、北は樺太より南は呂宋島に至るまで通商航路
として活躍した。年々秋田に下り久保田藩の御用聞を勤めて十人扶
持を給せられ、また弘化年間藩候の命を奉じ、自ら設計して二千五
百石積の西洋形帆船を建造して、飛竜丸と命名し、その船長として
遠
洋
に
も
槽
航
し
た
と
い
う
。
これらの海運業者は、これによって富巨万を積んで、藩に多額の
御用銀を調達し、上野屋の如き、久保藩のためにのみ調達融通した
かね
もの五万両の巨額に達し「加賀の本圭只銀の出所Ｌの謡を唄わしめ
たのも決して偶然でなかったといわねばならない。その他有名無名
の者にして、産を興し、富を致したもので船舶を有しないものは殆
んどなく、その豊かな資産は漁業方面の融資となり、延いては商港
本吉の勃興を来し明治九年一月一日の記録によると航海船九十二
艘、漁舟百一般、川舟二十四艘におよんだという。
この潤沢な財源は本吉の町において、地方には珍らしいくらい文
化的な雰囲気をかもし出した。
寺子屋など明治維新以前に、岡田、米光屋、小川、竹内、松任屋
などあり、元治、慶応の頃には町の有志によって間道蛇を世尊寺内
に設けて、講学の緒を開き、明治五年には中町の民家を借りて県の
役人米山専造、草野均等に頼んで公務の余暇数学を教えさせ、数学
義塾と称したという。
寺子屋の師匠たちは、それぞれ書道に秀で、俳譜を好み、竹内屋
万平の如きは、本居春庭とも交友があり、岡田広栽は京師に遊学し
広瀬淡窓に儒医を学んで帰り、子弟を教えている。
歌人には田中躬之がある。かれは加茂季鷹に学んで帰り、金沢で
1７









































































































